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テーマ 北陸ならではの資源を活かした広域周遊型の「持続可能な観光まちづくり」
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□ターゲットについて
スキーが好きな人、スキーをやってみたい人はもちろん、
アジア圏（主に中国・台湾・韓国）からのインバウンドの誘客を狙う

スキー場で日本文化を体験できるイベントを開催！
北陸にインバウンドを誘客する！

Ｑ．なぜスキー場でイベントを開催するのか

日本で人気のスキーリゾート、ニセコや白馬には日本文化を体験できる施設がない
インバウンドの期待に応えながら国内スキーリゾートではできない体験を提供したい！
⇒今あるスキー場との差別化を図る

また、北陸は雪が多くウィンターシーズン（12月～3月）は観光客数が減少
イベントを通して、北陸の食×文化×雪の体験で冬の北陸の魅力を伝える

アジアではウィンタースポーツの
ブームが高まっている

中国政府がスキー・スノーボード人口を
３億人に増やす目標を掲げている

日本の上質な雪、スキー場施設の充実などが
評価されている

２０２２年に北京冬季オリンピックが開催
多くのスキーヤー、スノーボーダーが日本の
スキー場を求めて来ることが予想される

□プラン内容
日本の文化として横丁が再注目！

とくに中国人は日本の屋台や居酒屋に興味がある
また、日本酒の輸入量上位（２位～４位）はアジア圏
⇒アジア圏は日本酒を好む傾向がある
アジア圏の人々が求めているものをスキー場で提供！

石川県「ウィンターバケーション in HAKUSAN」
開催スキー場：白山セイモアスキー場

白山横丁
県内の飲食店に協力していただき、屋台・出店風に出店
郷土料理コーナー、B級グルメコーナーを用意

福井県「スノーフェスティバル in KATSUYAMA」
開催スキー場：スキージャム勝山

ゆきなべっこ祭
越前和紙をまとった円柱のろうそくで「光の道」を作る
各テーブルにストーブを用意し、アツアツの鍋を囲んでもらう

２県共通でかまくらBAR、スタンプラリー、物産コーナーを実施！

かまくらBAR
かまくらの中でそれぞれの県の
日本酒や自国のお酒を楽しむ

物産コーナー
横丁、祭で使用した
伝統工芸品の販売

加賀縫、若狭めのう細工を外国人
に人気のガチャガチャで販売

□期待される効果
①北陸の魅力を発見、地域企業の活性化に繋げる
②北陸の産業を保護し、広めることができる
③県内の観光地が外国人観光客に対応できるように意識する

冬に対してのネガティブな
イメージをポジティブに！

スタンプラリー
各スキー場のコース内に

スタンプ場所（各２箇所）を設置し、
スタンプを各スキー場１つずつ、
計２つ集めるとイベントで使える
お食事割引券をプレゼント！

周遊効果にも
繋げることができる！


